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尽めに李駱蜀へご迷絡下さい．
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ろっさユでしμ。

あ夕･侈穴両にぷ浮れしt希密に冷われた言ｔ,しふ｡｡しやゐ

ひではないむヽと彫りｊ･喋り｛遠か卜｡参拘された方μ①棄φ
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心動、七死厚さゼてゅくたクに．表･とrン肩主んひ.ヽ石丸汲75

句蚤乙部粧1を附トヶしぇ九タ､にギさんこ洵動かじ資力乞お

願いいたしま可．

また．アシゲ.-ﾄ七１いていない方．･ごで人ぐﾉ応が下さい．

メ切は夕月砂日てL可．

・j話し二こン



命孝重病尹齢倹訪。富知しと･噸臨

今羊毛万考心鳶内各地七掴晩砂州:じ'まってふヽ･ば雌。

相談コーナーでは友2公湖薙恥胆当してふヽりＪ溥Ｑで

どど7りぶうな相談てﾀﾞもけっこうて:寸りてｿご利眼下さい。
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